






ここ日向の地に落ち延びることになります。景清の説話は、
古くは『平家物語』に少し登場するだけなのですが、室町時
代の能「景清」によって日向との関係が説かれるようになり、
戦国期に流行した幸若舞で、日向に落ち延びる説話と変化
し、さらに発展して、江戸初期に上方で、人形浄瑠璃に姿を
変え、最終的には、江戸で歌舞伎十八番として景清が大々的
に演じられるなど、全国に知れ渡る演目として、多くの人々に
愛されてきました。また、古典落語としても「景清」が語られ
ることになります。長い歴史のなかで、語られ演じられてき
た景清伝説は、宮崎と深いつながりのなかで今も語り継が
れています。その証拠として、宮崎市下北方町には、景清の
墓と伝えられる石塔が今も静かに佇んでいるのです。

宮崎には古浄瑠璃が伝えられていることが、意外と知ら
れていないようです。都城市山之口麓では、文弥節人形芝居
という独特な人形芝居が年4回に限って演じられています。
古典芸能と言えば、何となくお年寄りの好きなお芝居のよう
に思われがちですが、実際に見てみると、初めての方や、学
生さんにもわかりやすく、とても人気を博しています。
　文弥節というのは江戸時代の初めころ、上方で岡本文弥
によって哀調を帯びた節回しを演じたことから始まり、一般
に「泣き節」とも言われています。同種の人形芝居は、新潟県
の佐渡島や石川県の白山市などに伝えられているのです
が、その一つがここ山之口に伝承されているのです。
　なかでも、「出世景清」は、平家方の武将、景清が宿敵、源
頼朝に仇討をしようと失敗し、牢に投獄されるのですが、怪
力を発揮し牢破りをするところが見物で、その演出は人形劇
とは思えないほどの迫力があります。景清は最終的には、




